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盧
　
法
華
経
の
開
幕

王
舎
城
（R

a –jagr. ha

）
の
霊
鷲
山
（G

r. dhra-ku –t. a

耆
闍
崛
山
）
に
坐
し
、
数
え
き
れ
な
い
多
く
の
修
行
者
た
ち
に
囲
繞
さ

れ
た
シ
ャ
カ
は
、『
法
華
経
』
の
開
経
と
さ
れ
る
『
無
量
義
経
』
を
説
き
（
説
法
瑞
）、
結
跏
趺
坐
し
て
無
量
義
処
三
昧
に
入
っ

た
（
入
定
瑞
）。
天
か
ら
白
蓮
、
紅
蓮
の
花
が
注
ぎ
（
雨
華
瑞
）、
世
界
は
震
動
し
（
地
動
瑞
）、
人
々
は
歓
喜
し
た
（
心
喜
瑞
）。

そ
し
て
、
シ
ャ
カ
の
眉
間
の
白
毫
か
ら
は
光
が
発
せ
ら
れ
る
（
放
光
瑞
、
以
上
此
土
の
六
瑞
）。

そ
の
光
は
あ
ま
ね
く
、
下
は
地
獄
の
ど
ん
底
・
阿
鼻
地
獄
（
無
間
地
獄
）
か
ら
、
上
は
阿
迦
尼

あ

か

に

だ

天て
ん

（
有
頂
天
）
ま
で
を
照

ら
し
出
し
た
。
そ
こ
に
、
迷
え
る
衆
生
の
境
界
、
諸
佛
、
そ
の
教
法
、
修
行
者
、
菩
薩
の
行
道
、
諸
佛
の
入
滅
、
供
養
の
有
様

が
見
聞
さ
れ
た
（
他
土
六
瑞
）。

こ
の
光
景
に
、
弥
勒
菩
薩
は
「
何
の
因
縁
を
も
っ
て
、
し
か
も
こ
の
瑞
し
る
し
あ
り
や
。」
と
、
文
殊
菩
薩
（
文
殊
師
利
）
に
た
ず
ね

る
。
た
ず
ね
ら
れ
た
文
殊
菩
薩
は
過
去
の
諸
例
か
ら
、「
今
、
佛
世
尊
は
大
法
を
説
き
、
大
法
の
螺ら

を
吹
き
、
大
法
の
鼓
を
撃

ち
、
大
法
の
義
を
演の

べ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ん
。
…
…
今
、
佛
が
光
明
を
放
ち
た
も
う
も
、
実
相
の
義
を
助
発
せ
ん
が
た
め
な
り
。

諸
の
人
よ
、
今
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
合
掌
し
て
一
心
に
待
ち
た
て
ま
つ
れ
。」
と
語
っ
た
（「
序
品
」
第
一
）。

※『
法
華
経
』
は
冒
頭
で
知
慧
の
〈
文
殊
菩
薩
〉
が
幕
を
開
け
、
終
章
で
理
法
の
〈
普
賢
菩
薩
〉
が
幕
を
閉
じ
る
構
成
と
な

る
。
こ
の
二
菩
薩
が
シ
ャ
カ
の
脇
士
と
な
り
、
理
智
不
二
、
一
体
と
な
っ
て
法
華
経
を
説
示
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
や
が
て
三
昧
よ
り
悠
然
と
起
っ
た
シ
ャ
カ
は
、
知
慧
第
一
の
弟
子
・
舎し

ゃ

利り

弗ほ
つ

に
向
か
っ
て
、「
諸
佛
の
知
慧
は
、

甚
だ
深
く
し
て
無
量
な
り
、
止
み
な
ん
。
舎
利
弗
よ
、
ま
た
説
く
べ
か
ら
ず
。
所
以
ゆ

え

は
い
か
ん
。
佛
の
成
就
せ
る
所
は
、
第
一

の
希
有
け

う

な
る
難
解
の
法
に
し
て
、
唯
、
佛
と
佛
と
の
み
、
す
な
わ
ち
能
く
実
相
を
究
め
尽
せ
ば
な
り
。」
と
語
っ
て
、
突
き
放
し

た
（「
方
便
品
」
第
二
）。
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※
も
っ
と
も
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、〈
諸
法
実
相
〉（
す
べ
て
の
存
在
の
真
実
の
す
が
た
）
が
「
十
如
是
」
の
一
文
に
よ
っ

て
説
か
れ
て
い
る
。
天
台
大
師
・
智
　
ち

ぎ

は
、
こ
こ
に
空
・
仮
・
中
三
観
、
一
念
三
千
の
思
想
を
解
読
し
た
。

そ
れ
も
、
三
度
、「
や
み
な
ん
、
や
み
な
ん
、
ま
た
説
く
べ
か
ら
ず
」
と
突
き
放
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
舎
利
弗
も
三
度
、

「
説
き
た
ま
え
。
唯
、
願
わ
く
は
、
こ
れ
を
説
き
た
ま
え
。」
と
請
う
。
こ
の
「
三
止
三
請
」
の
儀
を
へ
る
う
ち
に
、
聞
く
耳
な

き
五
千
人
は
退
場
す
る
（
五
千
起
去
）。
こ
こ
に
、「
未
だ
曽
て
説
か
ざ
り
し
所
以
は
、
説
く
時
が
、
未
だ
至
ら
ざ
り
し
が
故
な

り
。
今
は
正
し
く
こ
れ
そ
の
時
な
り
。
決
定
し
て
大
乗
を
説
か
ん
。
…
…
今
、
わ
れ
は
喜
び
畏
る
る
こ
と
な
く
、
諸
の
菩
薩
の

中
に
お
い
て
、
正
直
に
方
便
を
捨
て
て
、
但た
だ

、
無
上
道
の
み
を
説
く
。」
と
な
っ
て
、『
法
華
経
』
は
、
佛
性
論
の
〈
一
乗
妙
法
〉

す
な
わ
ち
佛
性
の
平
等
普
遍
（「
方
便
品
」）
と
、
佛
身
論
の
〈
開
近
顕
遠
〉、〈
開
迹
顕
本
〉、〈
開
権
顕
実
〉、
す
な
わ
ち
佛
身
の

久
遠
実
成
（「
如
来
寿
量
品
」
第
十
六
）
を
柱
と
す
る
教
説
を
展
開
し
て
行
く
（
随
自
意
語
）。
い
か
に
も
『
法
華
経
』
ら
し
い

劇
的
な
序
曲
で
あ
る
。

※
法
華
経
の
特
色
と
し
て
、
平
川
　
彰
博
士
は
六
つ
の
理
由
を
あ
げ
る
。
漓
読
誦
し
て
非
常
に
美
し
い
。
滷
経
巻
受
持
の

功
徳
を
勧
め
る
。
澆
佛
陀
の
慈
悲
を
教
示
す
る
。
潺
久
遠
実
成
の
佛
陀
を
示
す
。
潸
一
切
皆
成
の
一
乗
（eka-ya –na

）
を

説
く
。
澁
成
佛
は
困
難
な
ら
ず
と
示
す
。（『
平
川
　
彰
著
作
集
』
第
六
巻
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
）「
初
期
大
乗
と
法
華

思
想
」
三
一
三
〜
五
頁
）

※
シ
ャ
カ
の
出
家
（
二
十
九
才
）、
苦
行
六
年
の
の
ち
（
三
十
五
才
）
成
道
と
す
る
と
、
伝
道
の
期
間
は
四
十
五
年
と
な

り
、
法
華
経
の
説
時
は
、『
無
量
義
経
』
の
「
四
十
余
年
未
顕
真
実
」
の
語
か
ら
推
し
て
、
約
三
年
間
の
説
法
と
な
る
が
。

※
な
お
『
法
華
経
』
は
初
期
大
乗
経
典
に
属
し
、
Ａ
Ｄ
五
○
年
か
ら
一
五
○
年
ご
ろ
に
少
な
く
と
も
三
期
を
へ
て
段
階
的

に
成
立
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
同
時
成
立
説
（
羅
什
訳
以
外
に
独
立
し
た
章
と
し
て
立
て
る
こ
と
の
な
い
提
婆
品
を
除
い
た
二
十
七
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品
）
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
勝
呂
信
勝
『
法
華
経
の
成
立
と
思
想
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
で
あ
る
。
そ
の
紹
介

と
疑
義
に
つ
い
て
は
、
末
木
文
美
士
「
法
華
経
管
見
」
が
あ
る
（「
東
洋
学
術
研
究
」（
東
洋
哲
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
、

第
三
二
巻
第
二
号
、
五
三
〜
六
三
頁
）。

盪
　
伽
耶
近
成
vs.
久
遠
実
成

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
〈
シ
ャ
カ
の
神
格
化
〉
を
追
っ
て
、
そ
の
伝
記
、
部
派
佛
教
時
代
の
様
相
を
見
て
来
た
。「
シ
ャ
カ
の
肉

身
い
か
に
し
て
消
滅
せ
し
か
。」「
シ
ャ
カ
は
永
遠
に
存
在
す
る
こ
と
無
き
や
。」
と
い
う
疑
念
と
と
も
に
、
歴
史
的
シ
ャ
カ
に
即

し
て
、
そ
の
常
住
を
要
求
す
る
の
声
切
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
、
シ
ャ
カ
は
そ
の
入
滅
に
際
し
て
、〈
自
帰
依
〉・〈
法
帰
依
〉
を
語
り
残
し
た
。

※
弟
子
が
生
身
の
師
を
失
な
っ
て
迷
わ
ぬ
よ
う
、
現
実
色
身
の
師
主
に
拘
泥
せ
し
め
ざ
る
よ
う
、
そ
の
代
り
に
、〈
自
己
〉

と
〈
法
〉
に
帰
依
し
、
こ
れ
を
灯
明
と
す
る
よ
う
に
と
、「
自
ら
に
帰
依
し
、
法
に
帰
依
せ
よ
。
他
に
帰
依
す
る
勿
れ
。」

と
語
り
残
し
た
（
大
正
一
、
一
五
ｂ
）

こ
の
〈
教
法
〉
常
住
思
想
が
一
転
し
て
、
教
法
の
背
後
に
理
法
を
「
法
身
」
と
し
、「
法
界
」
と
し
て
、
そ
の
常
住
を
主
張
し

た
の
が
華
厳
な
ど
の
立
場
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
全
法
界
は
「
法
身
」
と
し
て
の
毘
盧
舎
那
（Vairocana

）
の
顕
現
で
あ
り
、

一
草
一
木
に
も
全
世
界
は
反
映
し
、
一
瞬
一
秒
の
中
に
も
永
遠
は
含
ま
れ
る
と
説
く
。

※
密
教
の
大
日
如
来
を
中
心
に
、
諸
尊
を
配
す
る
曼
荼
羅
は
、
華
厳
経
の
汎
神
論
を
多
神
教
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
法
身
観
」
は
、
シ
ャ
カ
の
〈
教
法
〉
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
〈
法
身
〉
は
絶
対
的
真
理
そ
の
も
の

を
さ
し
、
永
遠
不
滅
で
は
あ
る
が
、
人
格
性
を
持
た
ず
、
シ
ャ
カ
の
〈
人
格
〉
を
追
慕
す
る
情
か
ら
は
冷
た
す
ぎ
て
、
も
の
足
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ら
ぬ
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
満
足
せ
し
め
ん
と
し
て
、
未
来
佛
、
他
方
佛
の
信
仰
が
打
ち
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
や

は
り
何
と
い
っ
て
も
、
歴
史
的
シ
ャ
カ
に
即
し
て
、
そ
の
色
身
常
住
を
要
求
す
る
声
は
や
ま
ず
、
つ
い
に
『
法
華
経
』
如
来
寿

量
品
が
産
み
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
シ
ャ
カ
は
八
十
年
に
し
て
消
失
し
た
の
で
は
な
く
、
久
遠
よ
り
こ
の
か
た
生
き
て
教
化
し
て
い
る
。
久
遠
実
成

の
人
格
的
本
佛
で
あ
る
。
時
間
的
に
は
無
限
の
過
去
か
ら
無
限
の
未
来
ま
で
常
に
存
在
し
、
空
間
的
に
も
こ
の
世
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
あ
ま
ね
く
遍
在
し
て
い
る
と
い
う
思
想
を
打
ち
出
す
に
い
た
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
大
乗
と
小
乗

と
の
対
立
を
止
揚
し
、
一
切
衆
生
成
佛
を
高
唱
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

※
佛ぶ
つ

陀だ

伽
耶
が

や

で
成
道
し
、
拘
尸
那
掲
羅

く

し

な

が

ら

に
八
十
歳
で
入
滅
し
た
シ
ャ
カ
は
、
方
便
と
し
て
死
の
か
た
ち
を
と
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
寿
命
は
、
無
量
で
あ
り
、
長
遠
の
昔
に
成
佛
し
、
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
常
に
霊
山
の
浄
土
に
住
す
る
と
説

く
（
久
遠
実
成
、
常
在
霊
山
）。
そ
し
て
、
こ
の
久
遠
実
成
の
シ
ャ
カ
は
、
い
わ
ゆ
る
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
相
即
の

報
身
で
あ
り
、
因
位
の
修
行
に
よ
っ
て
初
め
て
佛
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
自
然
の
そ
の
ま
ま
で
何
等
の
造
作
も
か

ら
ず
し
て
元
よ
り
佛
で
あ
る
（
無
作
の
三
身
、
本
有
無
作
の
三
身
、
本
地
無
作
の
三
身
）
と
示
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
で
悟
り
を
開
き
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
で
死
ん
だ
の
は
、
実
は
〈
久
遠
実
成
〉（〈
伽
耶
が

や

近ご
ん

成じ
ょ
う
〉
に
対
す
る
）
の
本
来
の

シ
ャ
カ
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
人
間
世
界
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
、
本
来
の
シ
ャ
カ
が
衆
生
を
導
く
た
め
に
、
本
地
か
ら
迹あ
と

を
垂

れ
た
も
の
（
迹
佛
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
本
来
の
シ
ャ
カ
（
本
佛
）
は
人
格
と
し
て
長
遠
に
あ
り
つ
づ
け
る
。

天
台
大
師
・
智
　
は
〈
迹
佛
〉
と
し
て
の
シ
ャ
カ
だ
け
を
観
て
、〈
本
佛
〉
で
あ
る
久
遠
実
成
の
シ
ャ
カ
を
観
な
い
者
は
、
た

ら
い
の
水
に
映
る
月
を
見
て
、
天
空
に
輝
く
月
を
見
な
い
者
と
言
う
。
た
ら
い
の
水
を
張
る
前
か
ら
、
月
は
常
に
天
空
に
あ
っ

て
光
を
注
い
で
い
た
し
、
た
ら
い
の
水
を
捨
て
れ
ば
月
影
は
消
え
失
せ
る
が
、
天
空
の
月
は
変
る
こ
と
な
く
輝
く
。
た
だ
に
水
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面
の
み
な
ら
ず
、
葉
上
の
露
に
も
、
路
傍
の
石
に
も
、
月
影
は
宿
る
。
シ
ャ
カ
の
肉
体
は
入
滅
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
も
、
本
佛

の
シ
ャ
カ
の
生
命
、
働
き
は
終
り
な
く
、
常
住
不
滅
、
無
始
無
終
、
悠
久
無
辺
、
天
地
と
と
も
に
窮
ま
り
な
く
、
宇
宙
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
実
在
し
、
生
き
て
い
る
、
と
い
う
。

ま
た
、
人
間
の
生
ま
身
を
と
っ
て
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
修
行
の
結
果
と
し
て
始
め
て
佛
と
な
っ
た
と
見
え
て
、「
始
め
て
正

覚
を
成
じ
た
佛
」（
始
覚
佛
）
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
衆
生
を
導
く
方
便
と
し
て
と
っ
た
姿
で
あ
っ
て
、
本
来
の
シ
ャ
カ
は
す

で
に
数
え
が
た
い
長
遠
の
昔
に
成
道
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
〈
久
遠
実
成
〉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
本
か
ら
正
覚
を
成

じ
て
い
た
佛
」（
本
覚
佛
）
と
さ
れ
て
行
く
。

※「
本
に
非
れ
ば
、
以
て
迹
を
垂
る
る
こ
と
無
く
、
迹
に
非
れ
ば
以
て
本
を
顕
わ
す
こ
と
無
し
、
本
、
迹
、
殊
な
り
と
雖

も
、
而
も
、
不
思
議
は
一
な
り
。」（
僧
肇
『
註
維
摩
経
』
序
）。

※「
迹
門
と
本
門
と
の
説
相
に
は
、
自
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
迹
門
（
法
華
経
の
前
半
十
四

品
）
の
中
心
課
題
は
、
人
間
と
人
間
の
関
係
の
在
り
方
を
説
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
説
き
明
か
す
鍵
は
、

佛
の
智
慧
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
哲
学
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。
本
門
（
法
華
経
の
後
半
十
四
品
）
の

中
心
課
題
は
、
佛
と
人
間
と
の
関
係
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
れ
を
説
き
明
か
す
鍵
は
、
佛
の
慈
悲
で
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
本
門
は
、
哲
学
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
の
宗
教
の
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。」（
久
保
田
正
文
「
法
華

経
講
話
」〔
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
三
十
三
年
〕
二
三
頁
）
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蘯
　
如
来
寿
量
品
第
十
六

で
は
、
こ
う
し
た
意
義
を
有
す
る
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。

「
そ
の
時
、
佛
は
諸
の
菩
薩
及
び
一
切
の
大
衆
に
告
げ
た
も
う
。『
諸
の
善
男
子
よ
。
汝
等
は
、
ま
さ
に
如
来
の
誠
諦
ま
こ
と

の
語
こ
と
ば
を

信
解
す
べ
し
』
と
。
ま
た
大
衆
に
告
げ
た
も
う
。『
汝
等
よ
、
ま
さ
に
如
来
の
誠
諦
ま
こ
と

の
語
こ
と
ば
を
信
解
す
べ
し
』
と
。
ま
た
諸
の
大

衆
に
告
げ
た
も
う
。『
汝
等
よ
、
ま
さ
に
如
来
の
誠
諦
ま
こ
と

の
語
を
信
解
す
べ
し
』
と
。

こ
の
三
度
の
呼
び
か
け
も
、『
法
華
経
』
の
劇
的
性
格
で
、
こ
れ
か
ら
明
す
真
実
の
重
大
さ
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
衆

も
、
弥
勒
を
は
じ
め
と
し
て
合
掌
し
て
乞
う
。「
世
尊
よ
、
唯
、
願
わ
く
は
こ
れ
を
説
き
た
ま
え
。
わ
れ
等
は
ま
さ
に
佛
の
語
を

信
受
し
た
て
ま
つ
る
べ
し
。」
と
。
こ
れ
ま
た
三
度
の
応
酬
で
、
そ
れ
で
も
な
お
請
う
と
こ
ろ
か
ら
〈
本
門
の
四
請
〉、〈
本
門
の

四
誡
〉
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
お
ご
そ
か
な
門
が
ま
え
で
、
大
乗
佛
教
が
到
達
し
た
一
つ
の
頂
点
、
シ
ャ
カ
の
久
遠
性
と
い
う
独
自
の
佛
身

論
が
開
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
皆
、
今
の
釈
迦
牟
尼
佛
は
、
釈
氏
の
宮
を
出
で
て
、
伽
耶
城
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
道
場
に
坐
し
て
、
阿あ

耨の
く

多
羅
た

ら

三
藐
三

さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん

菩ぼ

提だ
い

（
完
全
な
さ
と
り
）
を
得
た
り
と
お
も
え
り
。
然
る
に
善
男
子
よ
、
わ
れ
は
実
に
成
佛
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
無
量
無

辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
。
…
…
こ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
わ
れ
は
常
に
こ
の
娑
婆
世
界
に
あ
り
て
、
法
を
説
き
て
教
化
し
、

ま
た
、
余
処
の
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
の
国
に
お
い
て
も
、
衆
生
を
導
き
利
せ
り
。
…
…
わ
れ
も
と
、
菩
薩
の
道
を
行
じ

て
成
ぜ
し
所
の
寿
命
は
、
今
も
猶
、
未
だ
尽
き
ず
し
て
、
ま
た
上
の
数
に
倍
せ
る
な
り
。
然
る
に
、
今
、
実
の
滅
度
に
非
ざ

れ
ど
も
、
し
か
も
す
な
わ
ち
唱
え
て
、『
ま
さ
に
滅
度
を
取
る
べ
し
』
と
い
う
。」

と
。
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む
か
し
は
や
さ
と
り
晴
れ
に
し
月
影
を

今
宵
み
山
を
出
で
し
と
や
見
ん

藤
原
俊
成
（『
長
秋
詠
藻
』）

沙
羅
林
に
立
つ
煙
、
上
る
と
見
し
は
空そ
ら

目め

な
り
、

釈
迦
は
常
に
ま
し
ま
し
て
、
霊
鷲
山
に
て
法
ぞ
説
く

（『
梁
塵
秘
抄
』）

※「
わ
れ
も
と
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
寿
命
は
、
今
も
な
お
、
未
だ
尽
き
ず
し
て
、
ま
た
上
の
数
に
倍
せ
り
」

と
い
う
付
言
に
つ
い
て
。「
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
、
こ
の
よ
う
な
付
言
を
な
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
古
来
、
論
議
を

呼
ん
だ
が
、
法
華
原
典
の
成
立
史
の
上
か
ら
は
、
法
師
品
第
十
よ
り
囑
累
品
第
二
十
二
を
菩
薩
行
を
強
調
し
た
一
グ
ル
ー

プ
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
如
来
寿
量
品
も
、
そ
の
中
に
ひ
た
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
上
記
の

ご
と
き
付
言
が
な
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
は
、
限
り
な
く
絶
ゆ
る
こ
と
な
き
菩
薩
行
を
通
し
て
、
佛
の
永
遠
性
を

証
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
永
遠
性
が
力
動
的
で
あ
り
、
実
践
的
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。」（
田
村
芳
朗
「
生
命
論_

久
遠
本
佛
」〔『
講
座
日
蓮
』
第
一
巻
、
春
秋
社
、
一
九
七
二
年
、
一
○
一
、
二
頁
〕）

※
シ
ャ
カ
（
本
佛
）
が
「
成
佛
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
。」
の
説
明
と
し
て
、「
五
百

塵
點
劫
」
の
譬
喩
が
説
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
三
千
大
千
世
界
（
一
○
○
○
の
三
乗
、
一
○
億
の
世
界
）
を
五
百
千
万

億
那
由
佗
阿
僧
祇
（
換
算
不
能
な
数
）
も
集
め
、
人
あ
っ
て
こ
れ
を
微
塵
と
し
、
手
に
持
ち
、
東
方
に
向
か
っ
て
、
五
百

千
万
億
那
由
佗
阿
僧
祇
（
無
数
）
の
国
を
通
過
し
た
時
、
一
点
の
塵
を
お
と
す
。
そ
の
微
塵
が
尽
き
る
ま
で
お
と
し
て
行
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き
、
す
べ
て
の
微
塵
を
そ
う
や
っ
て
お
と
し
尽
く
し
た
と
し
た
ら
、「
算
数
の
知
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
心
力
の
及
ぶ
と
こ

ろ
に
あ
ら
ず
」
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
通
過
し
た
世
界
を
、
さ
ら
に
打
ち
砕
い
て
微
塵
と
し
た
数
。

こ
の
無
量
無
限
の
微
塵
の
一
つ
を
一
劫
と
し
て
数
え
る
と
、
本
佛
と
し
て
の
シ
ャ
カ
は
、
そ
れ
よ
り
も
、
百
千
萬
億
那
由

佗
阿
僧
祇
劫
の
前
か
ら
、
す
で
に
佛
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

塵
点
の
劫
を
し
過
ぎ
て
今
し
こ
の

妙
の
み
の
り
に
あ
ひ
ま
つ
り
し
を宮

沢
賢
治
（
手
帖
よ
り
）

※
な
お
「
わ
れ
は
実
に
成
佛
し
て
よ
り
已
来
無
量
無
辺
」（
我
実
成
佛
已
来
無
量
無
辺
）
に
つ
い
て
、
通
常
は
、「
我
れ
実

に
成
佛
し
て
已
来
こ
の
か
た

無
量
無
辺
な
り
。」
と
読
み
下
す
の
で
あ
る
が
、
日
蓮
は
、「
已
と
は
過
去
な
り
。
来
と
は
未
来
な
り
。

已
来
の
言
の
中
に
現
在
は
有
る
な
り
。
我
れ
実
と
成ひ
ら

け
た
る
佛
に
し
て
已
も
来
も
無
量
な
り
無
辺
な
り
。」
と
解
す
る

（『
御
義
口
伝
』
下
）。

「
日
蓮
は
右
の
よ
う
に
独
特
の
読
み
方
を
し
て
い
る
。
過
去
（
＝
已
）
も
未
来
（
＝
来
）
も
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は

な
く
、
現
在
を
抜
き
に
し
て
は
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
世
を
捉
え
た
と
き
、
一
般
的
読
み
方
は
、
遥

か
な
過
去
の
一
時
点
と
し
て
成
佛
の
瞬
間
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
蓮
の
読
み
方
は
、
現
在
に
お
い
て
衆
生

（
＝
我
）
が
無
作
三
身
（
＝
実
）
の
佛
の
生
命
を
開
（
＝
成
）
い
た
時
に
、
過
去
も
未
来
も
無
量
無
辺
の
永
遠
な
も
の
と
し

て
開
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
御
義
口
伝
』
は
、
文
献
学
的
に
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て

も
、
こ
の
一
節
が
日
蓮
の
時
間
意
識
を
歪
め
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
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『
法
華
経
』
は
、
現
在
の
瞬
間
に
、〈
本
因
・
本
果
・
本
国
土
〉
の
三
妙
を
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
現

代
的
に
言
い
換
え
れ
ば
、
永
遠
・
常
住
の
世
界
が
現
在
に
お
い
て
開
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
の
言
う
『
本
時
』
と
は
、

こ
の
三
妙
の
合
す
る
時
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。」（
植
木
雅
俊
「
日
蓮
の
時
間
意
識
」（「
印
度
学
佛
教
学
研
究
」
第
四
四
巻

第
一
号
、
通
巻
第
八
七
○
号
、
日
本
印
度
学
佛
教
学
会
、
平
成
七
年
一
二
月
、
二
六
三
頁
）

※
な
お
〈
一
品
い
っ
ぽ
ん

二に

半は
ん

〉
と
言
わ
れ
る
の
は
、
迹
門
の
最
後
の
品
で
あ
る
「
従
地
涌
出
品
」
第
十
五
の
後
半
が
、
こ
の
「
如

来
寿
量
品
」
第
十
六
の
準
備
と
し
て
、
シ
ャ
カ
が
過
去
に
娑
婆
世
界
で
教
化
し
た
地
涌
の
菩
薩
を
明
か
す
が
、
そ
の
「
涌

出
品
」
の
後
半
（
い
わ
ゆ
る
「
四
弘
誓
願
」
を
含
む
）
と
「
寿
量
品
」
の
説
法
を
聞
い
て
シ
ャ
カ
が
久
遠
の
教
化
を
な
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
人
々
が
、
そ
の
功
徳
を
た
た
え
、
修
業
す
る
旨
を
述
べ
る
「
分
別
功
徳
品
」
第
十
七
の
前
半
を
重

視
し
て
い
う
も
の
。

盻
　
法
華
経
の
力
動
性

な
お
、「
如
来
寿
量
品
」
が
、
シ
ャ
カ
の
長
遠
性
を
「
生
命
」
に
こ
と
よ
せ
て
表
現
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
『
法
華

経
』
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
よ
う
と
す
る
田
村
芳
朗
論
文
の
一
節
を
是
非
挙
げ
て
お
き
た
い
。

「
如
来
寿
量
品
に
、『
こ
の
よ
う
に
久
し
い
以
前
に
成
立
し
た
如
来
は
、
寿
命
無
量
（
ア
パ
リ
ミ
タ
・
ア
ー
ユ
スaparim

ita-

a –yus

）
で
あ
っ
て
、
常
に
住
す
る
』（
是
の
如
く
我
成
佛
し
て
よ
り
以
来
、
甚
だ
大
い
に
久
遠
な
り
。
寿
命
無
量
阿
僧
祇
劫
、
常

住
に
し
て
滅
せ
ず
）
と
説
い
て
い
る
。
ア
パ
リ
ミ
タ
・
ア
ー
ユ
ス
（aparim

ita-a –yus

）
と
は
、
限
り
な
き
生
命
と
い
う
意
で
、

シ
ャ
カ
佛
の
永
遠
不
滅
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
永
遠
性
を
永
遠
の
生
命
と
い
う
形
で
表
現
す
る
の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
法
華
経
の
場
合
、
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永
遠
性
が
特
に
動
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
生
命
と
い
う
語
も
、
そ
の
線
に
そ
っ
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
生
命

と
は
、
き
わ
め
て
脈
動
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
生
命
の
原
語
（a –yus

）
そ
の
も
の
に
、
力
動
的
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
久
遠
佛
を
永
遠
な
生
命
活
動
体
と
見
た
と
こ
ろ
に
、
法
華
経
の
永
遠
観
の
特
色
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。」（
田
村
芳
朗
「
生
命
論_

久
遠
本
佛
」〔『
講
座
日
蓮
』
第
一
巻
、
春
秋
社
、
一
九
七
二
年
、
一
○
一
、
二
頁
〕）

た
し
か
に
久
遠
実
成
を
、
た
だ
抽
象
的
に
永
遠
と
言
わ
ず
、
具
体
的
に
五
百
千
万
億
那
由
佗
阿
僧
祇
の
三
千
大
千
世
界
を
く

だ
い
て
微
塵
と
な
し
云
々
と
、「
五
百
塵
点
劫
」
で
説
い
た
こ
と
。
ま
た
、「
わ
れ
も
と
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
寿

命
は
、
今
も
な
お
未
だ
尽
き
ず
し
て
、
ま
た
上
の
数
に
倍
せ
る
な
り
。」
と
、
人
間
界
に
出
現
し
て
、
菩
薩
行
を
積
ん
で
得
た
寿

命
を
挙
げ
て
、
そ
れ
さ
え
な
お
尽
き
て
い
な
い
。
む
し
ろ
前
に
云
っ
た
年
数
の
倍
以
上
で
あ
る
と
指
折
り
数
え
て
い
る
の
も
、

永
遠
性
を
概
念
的
に
語
ら
ず
、
久
遠
佛
を
永
遠
な
る
生
命
活
動
体
と
見
て
い
る
ゆ
え
ん
と
言
え
よ
う
。

「
な
る
ほ
ど
、
永
遠
の
観
念
そ
の
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
法
華
経
は
不
十
分
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
き
の
五
百
塵
点
劫
の
た

と
え
に
し
て
も
、
時
間
の
無
限
の
延
長
に
す
ぎ
ず
、
時
間
を
い
く
ら
延
長
し
て
も
、
時
間
内
に
と
ど
ま
る
も
の
と
し
て
、
真

の
永
遠
で
は
な
い
。
…
…
真
の
永
遠
は
、
時
間
・
空
間
を
突
破
・
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
法
華
経
は
、
そ

こ
ま
で
い
た
っ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
空
間
的
に
も
、
久
遠
佛
は
ま
だ
対
象
的
で
、
わ
れ
わ
れ
と
久
遠
佛
と
の
間
の
へ
だ

た
り
が
突
破
・
超
越
さ
れ
て
い
な
い
。

真
の
永
遠
、
す
な
わ
ち
時
空
を
突
破
・
超
越
し
た
形
で
永
遠
性
が
明
か
さ
れ
る
の
は
、
涅
槃
経
に
お
い
て
で
あ
る
。
法
身

常
住
説
な
い
し
如
来
蔵
・
佛
性
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
ひ
る
が
え
っ
て
、
永
遠
を
生
命
的
に
と
ら
え
る
と
き
に
は
、
時
間
・
空
間
に
と
ど
ま
る
法
華
経
の
ほ
う
が
、
そ
れ

を
超
越
し
た
涅
槃
経
よ
り
適
し
て
い
る
と
い
え
て
こ
よ
う
。
涅
槃
経
の
時
間
超
越
の
永
遠
は
、
真
の
永
遠
と
は
い
え
て
も
、
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そ
の
代
わ
り
、
静
的
な
も
の
と
な
り
、
力
動
的
に
欠
け
る
も
の
と
な
る
。
…
…
法
華
経
は
久
遠
佛
を
歴
史
的
シ
ャ
カ
に
適
用

し
、
永
遠
も
時
空
延
長
と
し
て
あ
り
、
脈
動
性
・
具
体
性
に
富
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
永
遠
を
永
遠
な
生
命
の
脈
動
と
し
て

と
ら
え
る
の
に
、
涅
槃
経
よ
り
法
華
経
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。」（
田
村
同
論
文
、
一
○
二
、
三
頁
）。

ま
こ
と
に
も
っ
て
、
静
聴
す
べ
き
発
言
で
あ
り
、
華
や
か
で
、
活
動
的
な
法
華
経
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
映
し
出
さ
れ
る
感

が
あ
る
と
共
に
、
ま
た
そ
の
特
異
さ
ゆ
え
の
限
界
の
影
も
う
か
が
わ
れ
出
す
の
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

※『
法
華
経
』
の
佛
陀
観
に
つ
い
て
、
別
の
面
か
ら
「
人
格
的
佛
陀
の
絶
対
性
・
永
遠
性
・
唯
一
性
を
具
え
た
久
遠
実
成
の

釈
尊
が
本
佛
で
あ
る
こ
と
…
…
単
に
絶
対
的
仏
陀
観
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
華
厳
経
や
大
日
経
に
も
あ
る
。
し
か
し
華

厳
経
で
は
毘
廬
庶
那
佛
は
い
わ
ば
宇
宙
の
真
理
で
あ
っ
て
、
汎
神
論
的
傾
向
が
強
く
人
格
性
が
稀
薄
で
あ
る
。
ゆ
え
に
説

法
者
は
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
。
密
教
の
大
日
如
来
は
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
人
格
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
考
え
は
多
神
論

的
で
、
衆
生
が
信
仰
に
入
る
に
は
大
日
如
来
の
変
現
で
あ
る
諸
佛
諸
菩
薩
を
そ
の
意
向
に
従
っ
て
選
ん
で
本
尊
と
す
る
の

で
あ
る
。

し
か
る
に
法
華
経
は
十
方
の
諸
佛
を
止
揚
し
た
唯
一
神
論
に
立
ち
、
従
っ
て
佛
陀
の
人
格
性
が
鮮
明
で
信
仰
の
対
象
が

統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
華
厳
経
や
密
教
で
は
佛
寿
の
永
遠
性
の
思
想
に
乏
し
い
が
、
単
に
佛
寿
の
無
量
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
浄
土
経
典
の
阿
弥
陀
佛
に
も
そ
の
例
は
あ
る
。
し
か
し
阿
弥
陀
佛
は
成
佛
以
来
十
劫
を
経
た
佛
に
す
ぎ
ず
、
し

か
も
そ
れ
以
前
に
多
数
の
過
去
佛
の
出
現
を
予
想
し
て
い
る
も
の
で
、
法
華
経
の
本
佛
の
絶
対
永
遠
性
と
は
と
う
て
い
同

日
の
談
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
絶
対
性
と
永
遠
性
と
唯
一
性
と
を
悉
く
具
え
た
佛
陀
観
を
も
つ
の
は
法
華
経
の
み
で
あ
る
が
、
し
か
し
法

華
経
の
価
値
あ
る
点
は
こ
れ
の
み
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
佛
陀
観
が
歴
史
的
実
在
と
し
て
の
人
格
的
釈
尊
の
色
身

に
即
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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法
華
経
の
佛
陀
観
の
一
大
特
色
は
歴
史
的
釈
尊
の
肉
身
の
形
見
で
あ
る
舎
利
塔
の
崇
拝
を
媒
介
と
し
て
久
遠
実
成
の
本

佛
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
歴
史
的
釈
尊
を
中
心
と
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
法
華

経
が
釈
迦
牟
尼
佛
と
い
う
教
祖
の
名
を
用
い
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
一
般
の
大
乗
経
典
の
佛
陀
観
は
、
法
身
・
報
身
、
応

身
の
い
ず
れ
か
一
方
に
偏
し
て
い
る
が
法
華
経
は
三
身
一
体
の
絶
対
的
教
祖
釈
尊
が
本
佛
で
あ
る
。」（『
日
蓮
宗
読
本
』
改

訂
版
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
、
昭
和
六
○
年
、
四
二
、
三
頁
）

※
シ
ャ
カ
の
長
遠
相
と
時
間
相
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
か
。
キ
リ
ス
ト
論
で
は
そ
の
神
性
（
永
遠
相
）
と
人
性

（
時
間
相
）
と
の
関
連
が
詳
論
さ
れ
、『
カ
ル
ケ
ド
ン
信
條
』（
四
五
一
年
）
に
お
い
て
、
神
性
の
完
全
、
人
性
の
完
全
が
確

立
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
シ
ャ
カ
の
長
遠
性
が
強
調
さ
れ
る
反
面
、
シ
ャ
カ
が
衆
生
慈
悲
化
導
の
方
便
と
し
て
と
っ
た
と
い
う
時
間
相
は
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。
キ
リ
ス
ト
論
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
が
と
っ
た
人
性
は
そ
の
ま
ま
保
た
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
は

永
遠
に
人
性
に
あ
り
つ
づ
け
る
が
。

眈
　
娑
婆
即
寂
光
土

し
か
も
、
そ
の
「
五
百
塵
點
劫
」
の
譬
喩
で
語
り
出
さ
れ
た
遥
か
な
る
昔
に
、
久
遠
実
成
し
た
シ
ャ
カ
は
、「
是
よ
り
こ
の
か

た
わ
れ
は
常
に
こ
の
娑
婆
世
界
に
あ
り
て
、
法
を
説
き
て
教
化
す
」
と
語
ら
れ
る
。

「
こ
れ
に
よ
っ
て
、
娑
婆_

穢
土_

忍
土
と
い
う
人
間
の
現
実
世
界
は
、
本
佛
が
、
常
に
、
止
住
し
て
、
法
を
説
い
て
い
る
、

尊
貴
な
世
界
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
佛
で
も
、
化
土
け

ど

と
い
う
も
の
が
定
ま
っ
て
い
ま
す
。
化

土
と
は
、
そ
の
佛
の
教
化
の
力
、
感
化
の
働
き
が
及
ぶ
範
囲
の
こ
と
で
す
。
西
方
の
極
楽
浄
土
は
阿
弥
陀
如
来
の
、
東
方
の
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浄
瑠
璃
世
界
は
薬
師
如
来
の
、
娑
婆
世
界
は
釈
迦
牟
尼
如
来
の
化
土
で
あ
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
と
な
り
ま
す
と
、
十
方
世
界
の
諸
佛
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
本
佛
が
、
或
る
、
時
間

と
空
間
と
の
規
定
の
も
と
に
│
│
本
佛
自
体
は
、
時
間
と
空
間
を
超
越
し
た
も
の
で
す
か
ら
│
│
具
体
的
な
存
在
と
し
て
、
現

出
し
た
も
の
と
な
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
、
佛
教
に
お
け
る
信
仰
の
対
象
が
確
定
し
ま
す
。

諸
佛
の
数
は
無
量
で
す
が
、
元
来
は
、
唯
一
の
本
佛
が
、
異
っ
た
條
件
の
も
と
で
、
異
っ
た
形
容
を
と
っ
て
、
出
現
し
た
も

の
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
諸
佛
は
道
を
同
じ
く
す
と
い
う
思
想
が
、
こ
こ
か
ら
出
て
き
ま
す
。
…
…
本
佛
は
、
絶
対
無

限
で
あ
り
、
そ
の
化
導
も
、
久
遠
の
昔
か
ら
、
続
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
在
り
方
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
と
し

て
は
、
阿
弥
陀
佛
、
薬
師
如
来
と
い
う
名
を
も
っ
て
、
世
に
出
て
く
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
聖
人
や
賢
人
と
し
て
、
世
に
出
現
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。」（
久
保
田
正
文
、
前
掲
書
、
一
八
三
〜
六
頁
）。

※「
或
い
は
、
己
が
身
を
説
き
、
或
い
は
他
の
身
を
説
き
、
或
い
は
己
が
身
を
示
し
、
或
い
は
他
の
身
を
示
し
、
或
い
は
己

が
事
を
示
し
、
或
い
は
他
の
事
を
示
す
」
と
あ
っ
て
、
他
の
佛
や
、
他
の
業
を
も
っ
て
衆
生
を
教
え
導
く
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
カ
佛
の
境
界
は
こ
の
現
実
の
娑
婆
を
離
れ
ず
、
日
常
の
生
活
を
離
れ
ぬ
世
に
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
迦
耶
（
肉
体
）
を
離
れ
て
別
に
常
寂
を
求
め
ん
や
。
寂
光
の
外
に
別
に
娑
婆
あ
る
に
非
ず
。」（
妙
楽
大
師
、
天
台
六
　
湛
然
）、

「
法
華
経
を
信
ず
る
行
者
は
余
処
を
求
む
べ
き
に
非
ず
。
此
の
経
を
信
ず
る
人
の
所
住
の
処
は
即
ち
浄
土
な
り
」（
日
蓮
『
守
護

国
家
論
』）
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

本
佛
は
久
遠
の
昔
か
ら
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
説
法
教
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
娑
婆
世
界
を
穢
土
と
し
て
い

る
人
間
が
、
法
華
経
に
よ
っ
て
煩
悩
を
去
れ
ば
、
穢
土
は
浄
土
と
な
る
。「
衆
生
、
既
に
信
伏
し
、
質
直
す
な
お

に
し
て
意
柔
軟

こ
こ
ろ
や
わ
ら
か
と
な

り
。
一
心
に
佛
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
し
て
、
自
ら
身
命
を
惜
ま
ざ
れ
ば
、
時
に
わ
れ
及
び
衆
僧
は
、
倶
に
霊
鷲
山
に
出
ず

る
な
り
。」
霊
鷲
山
は
こ
の
現
実
の
世
で
あ
り
、
本
佛
が
止
住
し
て
、
法
を
説
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
娑
婆
即
寂
光
土
な
の
で
あ
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る
。「

わ
れ
は
時
に
衆
生
に
語
る
。『
常
に
こ
こ
に
在
り
て
滅
ぜ
ざ
る
も
、
方
便
力
を
も
っ
て
の
故
に
、
滅
・
不
滅
あ
り
と
現
わ
す

な
り
。
余
国
に
衆
生
の
恭
敬
し
信
楽
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
わ
れ
は
ま
た
、
彼
の
中
に
お
い
て
、
た
め
に
無
上
の
法
を
説
く
な

り
。』
汝
等
、
こ
れ
を
聞
か
ず
し
て
、
但
、
わ
れ
滅
度
す
と
の
み
お
も
え
り
。
わ
れ
諸
の
衆
生
を
見
る
に
苦
海
に
没
在
せ
り
。

故
に
た
め
に
身
を
現
わ
さ
ず
し
て
、
そ
を
し
て
渇
仰
を
生
ぜ
し
め
、
そ
の
心
恋
慕
す
る
に
よ
り
て
、
す
な
わ
ち
出
で
て
た
め

に
法
を
説
く
な
り
。
神
通
力
か
く
の
如
し
。
阿
僧
祇
劫
に
お
い
て
常
に
霊
鷲
山
お
よ
び
余
の
諸
の
住
処
に
在
る
な
り
。
衆
生

の
劫
尽
き
て
、
大
火
に
焼
か
る
る
と
見
る
時
も
、
わ
が
こ
の
土
は
安
穏
に
し
て
、
天
・
人
、
常
に
充
満
せ
り
。
園
林
・
諸
の

堂
閣
は
、
種
種
の
宝
を
も
っ
て
荘
厳
し
、
宝
樹
に
は
華
・
菓
多
く
し
て
、
衆
生
の
遊
楽
す
る
所
な
り
。
諸
天
は
天
の
鼓
を
撃

ち
て
、
常
に
も
ろ
も
ろ
の
伎
楽
を
な
し
、
曼
陀
羅
華
を
ふ
ら
し
て
、
佛
お
よ
び
大
衆
に
散
ず
。
…
…
も
ろ
び
と
の
功
徳
を
修

し
、
柔
和
に
し
て
質
直
す
な
お

な
る
者
は
、
す
な
わ
ち
み
な
、
わ
が
身
、
こ
こ
に
在
り
て
法
を
説
く
と
見
る
な
り
。』

ま
さ
に
『
阿
弥
陀
経
』
の
説
く
極
楽
浄
土
に
対
す
る
常
寂
光
土
宣
揚
の
文
字
で
あ
る
。
真
に
永
遠
な
る
浄
土
は
、
此
彼
相
対

の
限
定
的
な
わ
く
を
こ
え
た
絶
対
界
で
あ
り
、
積
極
的
に
い
え
ば
た
だ
今
、
こ
の
娑
婆
に
お
い
て
感
得
さ
れ
る
浄
土
で
あ
る
と

の
趣
意
と
さ
れ
る
。

※〈
浄
土
〉
に
は
漓「
来
世
浄
土
」（
死
後
お
も
む
く
来
世
の
浄
土
で
東
西
南
北
に
想
定
さ
れ
る
）。
滷「
浄
仏
国
土
」（
現
実

の
世
界
の
浄
土
化
）。
澆「
常
寂
光
土
」
一
切
の
限
定
を
越
え
た
絶
対
浄
土
。
信
仰
を
通
し
て
、
た
だ
今
、
こ
こ
に
お
い
て
、

つ
か
ま
れ
、
ひ
た
る
浄
土
の
三
種
に
別
け
ら
れ
る
。「
常
寂
光
土
」
の
呼
称
は
法
華
経
の
結
経
と
さ
れ
る
『
観
普
賢
経
』
か

ら
取
っ
た
も
の
。

「
来
世
浄
土
」
は
最
も
相
対
的
・
限
定
的
な
も
の
で
機
根
の
低
い
者
の
た
め
の
方
便
説
と
批
判
が
投
ぜ
ら
れ
、
本
覚
思
想
な
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ど
現
実
肯
定
に
立
つ
側
か
ら
は
「
常
寂
光
土
」
が
歓
迎
さ
れ
た
。
し
か
し
、
人
が
死
に
際
し
て
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
の

願
望
を
起
こ
す
こ
と
も
否
定
し
が
た
い
事
実
で
、「
来
世
浄
土
」
を
低
次
の
も
の
と
評
し
た
智
　
自
身
も
、
死
に
際
し
て
は

弥
陀
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
念
願
し
た
。（
岩
波
仏
教
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
四
三
五
、
六
頁
）。

眇
　
良
医
と
狂
子
譚

以
上
、
八
十
年
に
し
て
寿
命
尽
き
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
で
骨
灰
と
化
し
た
事
実
、
現
実
に
対
し
て
、
そ
れ
を
追
慕
、
尊
崇
の
念
は

佛
陀
観
、
佛
身
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
カ
は
死
し
て
死
な
ざ
る
の
世
界
を
種
々
様
々
に
構
築
し
た
が
、
そ
の
一

つ
の
頂
点
が
こ
の
『
法
華
経
』
の
「
如
来
寿
量
品
」
第
十
六
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
「
如
来
寿
量
品
」
が
、

語
り
示
す
シ
ャ
カ
は
何
ゆ
え
入
滅
態
を
と
っ
た
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
、
そ
の
基
点
に
注
目
し
て
み
る
に
、

「
わ
れ
も
と
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
寿
命
は
、
今
も
な
お
、
未
だ
尽
き
ず
し
て
、
ま
た
上
の
数
に
倍
せ
る
な
り
。

然
る
に
、
今
、
実
の
滅
度
に
非
ざ
れ
ど
も
、
し
か
も
す
な
わ
ち
唱
え
て
、『
ま
さ
に
滅
度
を
取
る
べ
し
』
と
い
う
。
如
来
は
こ

の
方
便
を
も
っ
て
衆
生
を
教
化
す
る
な
り
。

所
以
は
い
か
ん
。
も
し
佛
、
久
し
く
世
に
住
せ
ば
、
薄
徳
の
人
は
善
根
を
植
え
ず
、
貧
窮
下
賤
に
し
て
、
五
欲
に
貧
著
し
、

憶
想
の
妄
見
の
網
の
中
に
入
れ
ば
な
り
。
も
し
如
来
は
常
に
在
り
て
滅
せ
ず
と
見
れ
ば
、
す
な
わ
ち
　
恣
を

　
お
ご
り
ご
こ
ろ
　

起
し
て
、
厭
怠
を

　
お
こ
た
り
ご
こ
ろ
　

懐
き
、
遭あ

い
難
き
の
想
お
も
い
と
恭
敬
の
心
を
生
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
。

こ
の
ゆ
え
に
、
如
来
は
方
便
を
も
っ
て
、『
比
丘
よ
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
諸
佛
の
出
世
に
は
値
遇
あ

う

べ
き
こ
と
難か
た

し
』
と
説

く
な
り
。
…
…
『
諸
の
比
丘
よ
、
如
来
は
、
見
る
こ
と
を
得
べ
き
こ
と
難
し
』
と
。
こ
の
衆
生
等
は
、
か
く
の
如
き
語
を
聞

き
て
、
必
ず
ま
さ
に
遭
い
難
き
の
想
を
生
じ
、
心
に
恋
慕
を
懐
き
、
佛
を
渇
仰
し
て
、
す
な
わ
ち
善
根
を
種う

う
べ
し
。
こ
の
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ゆ
え
に
如
来
は
、
実
に
は
滅
せ
ず
と
雖
も
、
し
か
も
滅
度
す
と
い
う
な
り
。」

と
、
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
如
来
寿
量
品
」
の
世
界
が
描
か
れ
る
そ
も
そ
も
の
基
点
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
法
華
七
喩
の
最
後
で
あ
る
「
良ろ
う

医い

狂お
う

子じ

」
の
譬
え
で
あ
る
。
良
い
医
師
、「
智
慧
、
聡
達
さ

と

く
し
て
明
ら
か
に
方
薬
（
処

方
と
薬
）
を
練し
ら

べ
、
善
く
衆
の
病
を
治
す
」
良
医
に
、
十
人
、
二
十
人
、
い
や
百
人
の
子
が
い
た
。
し
か
し
遠
く
旅
に
出
た
留

守
の
間
に
、
子
ど
も
た
ち
は
毒
薬
を
飲
み
、
も
だ
え
苦
し
む
。
そ
こ
へ
良
医
は
帰
宅
す
る
。
子
供
た
ち
は
、「
善
く
安
穏
に
帰
り

た
ま
え
り
。
わ
れ
等
は
愚
痴
に
し
て
、
誤
り
て
毒
薬
を
服
せ
り
。
願
わ
く
は
救
い
療い
や

さ
れ
て
、
さ
ら
に
寿
命
を
賜
え
」
と
願
う
。

良
医
な
る
父
は
、
好
き
薬
草
の
色
、
香
、
美
味
よ
き
あ
じ

を
皆
悉
く
具
足
せ
る
最
上
の
薬
を
調
合
し
て
与
え
る
。

※
聖
徳
太
子
『
法
華
義
疏
』
に
よ
れ
ば
、「
良
医
」
は
シ
ャ
カ
。「
そ
の
父
め
ぐ
り
来
り
て
家
に
帰
る
」
は
シ
ャ
カ
が
王
宮

に
生
ま
れ
た
こ
と
。
子
ら
が
「
さ
ら
に
寿
命
を
賜
え
」
と
は
、「
衆
生
が
佛
の
始
め
て
成
佛
せ
る
を
見
て
、
教
化
を
求
む

る
」
こ
と
。
大
良
薬
の
「
色
」
は
理
上
の
文
、「
香
」
は
文
下
の
理
。「
擣
篩
つ
き
ふ
る

い
和
合
し
て
」
と
は
、「
必
ず
文
と
理
と
相
か

な
え
る
を
も
ち
い
て
、
た
め
に
教
化
す
る
」
こ
と
。（
岩
波
文
庫
下
、
昭
和
五
○
年
、
二
五
○
頁
）。

本
心
を
失
わ
な
い
子
ら
は
良
薬
を
服
し
て
回
復
す
る
が
、
本
心
を
失
っ
て
い
る
狂お
う

子じ

ら
は
良
薬
の
価
値
が
わ
か
ら
ず
、
服
さ

な
い
。
こ
れ
を
見
て
良
医
の
父
は
「
こ
の
子
は
愍
あ
わ
れ
む
べ
し
、
毒
の
た
め
に
あ
て
ら
れ
て
心
は
皆
、
顛
倒
て
ん
ど
う

せ
り
。
わ
れ
を
見
て
喜

び
救
療
す
く
い

を
求
索
も
と
む

と
雖
も
、
か
く
の
如
き
の
好
薬
を
あ
え
て
服
せ
ず
。
わ
れ
は
今
、
ま
さ
に
方
便
を
設
け
て
、
こ
の
薬
を
服
せ
し

む
べ
し
。」
と
考
え
る
と
、「
わ
れ
は
今
、
衰
え
老
い
て
死
の
時
す
で
に
至
れ
り
。
こ
の
好
き
良
薬
を
今
、
留と
ど

め
て
こ
こ
に
お
く
。

汝
よ
、
取
り
て
服
す
べ
し
。」
と
言
い
置
い
て
、
他
国
に
至
り
、
使
者
を
た
て
て
、「
汝
の
父
は
す
で
に
死
せ
り
。」
と
伝
え
る
。

あ
あ
、
父
、
他
国
に
て
死
す
、
わ
れ
は
孤
児
と
な
れ
り
と
、
本
心
に
立
ち
か
え
っ
た
子
は
、
父
が
置
い
て
い
っ
た
良
薬
を
服

し
て
愈い

え
た
。
こ
う
し
て
、
子
ら
は
み
な
全
快
し
た
と
聞
い
た
良
医
は
、「
す
な
わ
ち
来
り
帰
り
て
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
に
見
え

し
む
。」
と
な
る
、
と
い
う
。
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な
き
身
ぞ
と
思
ひ
し
親
の
な
が
ら
へ
て

今
も
あ
る
世
と
聞
く
ぞ
嬉
し
き

松
永
貞
徳
（
逍
遊
集
）

※
聖
徳
太
子
、『
法
華
義
疏
』
に
よ
れ
ば
、「
利
根
の
衆
生
は
、
能
く
教
に
随
っ
て
善
を
つ
と
む
」、「
鈍
根
の
衆
生
は
、
佛

の
教
に
従
わ
ず
し
て
、
悪
を
遣や

る
こ
と
あ
た
わ
ず
。」。
父
の
〈
遺
言
〉
は
「
如
来
が
み
ず
か
ら
『
八
十
年
に
至
り
て
、
ま

さ
に
涅
槃
に
入
る
べ
し
』
と
唱
え
た
ま
え
る
に
譬
う
。」〈
良
薬
〉
は
「
佛
の
教
に
譬
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
佛
は
滅
度
す
と

雖
も
、
説
き
た
ま
え
る
経
教
を

　
　
き
ょ
う
ぎ
ょ
う
　
　な
お
世
に
留
む
れ
ば
汝
ら
ま
さ
に
学
ぶ
べ
し
。」〈
他
国
〉
と
は
沙
羅
双
樹
の
死
の
床
。〈
使
〉

は
「
大
覚
世
尊
は
、
今
ま
さ
に
滅
度
せ
ん
と
す
」
と
い
う
音
声
。「
す
な
わ
ち
来
り
帰
り
」
に
つ
い
て
は
「
然
れ
ば
す
な
わ

ち
も
し
縁
あ
ら
ば
其
の
教
化
を
施
す
こ
と
息
む
こ
と
無
し
。」
と
説
か
れ
る
。

そ
し
て
、
本
当
は
死
な
な
い
の
に
、「
死
ん
だ
」
と
伝
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
人
の
能
く
こ
の
良
医
の
虚
妄
の
罪
を
説
く
も

の
あ
り
や
。」
と
問
い
、「
い
な
な
り
、
世
尊
よ
。」
と
い
う
声
を
引
き
出
し
て
、
シ
ャ
カ
は
語
る
。「
わ
れ
も
ま
た
、
か
く
の
如

し
、
成
佛
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
劫
な
り
。
衆
生
の
た
め
の
ゆ
え
に
、
方
便
力
を
も
っ
て
、

『
ま
さ
に
滅
度
す
べ
し
』
と
言
う
も
、
ま
た
、
よ
く
法
の
如
く
、
わ
が
虚
妄
の
過と
が

を
説
く
も
の
有
る
こ
と
な
か
ら
ん
。」
と
。

「
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
。」
と
か
、「
嘘
も
方
便
」
と
言
っ
た
俗
言
も
連
想
さ
れ
よ
う
が
、
と
に
か
く
、
こ
こ
で

有
名
な
「
自
我
偈
」
が
説
か
れ
て
、
シ
ャ
カ
滅
度
の
方
便
の
ほ
ど
が
重
言
さ
れ
て
強
調
さ
れ
る
。

※「
自
我
偈
」
と
は
、「
自
我
得
佛
来
、
所
経
諸
劫
数
」（
わ
れ
、
佛
を
得
て
よ
り
こ
の
か
た
、
経へ

た
る
所
の
諸
の
劫
数
は
）

で
始
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
呼
ば
れ
る
。

「
ひ
ら
た
く
言
え
ば
、
如
来
如
量
品
で
縷る
い

々
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
た
二
十
五
偈
半
（
五
一
○
文
字
）
の
韻
文
で
あ
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る
。
法
華
経
は
八
巻
、
二
十
八
章
、
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
と
い
わ
れ
る
か
ら
「
お
自
我
偈
」
は
法
華
経
全
体
の
文
字

か
ら
い
え
ば
約
一
三
六
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
法
華
経
の
根
本
の
教
え
は
こ
こ
に
尽
き
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
日
蓮
聖
人
は
こ
の
こ
と
を
、「
法
華
経
は
す
べ
て
の
経
典
の
要
と
な
る
教
え
で
あ
り
、
お
自
我
偈
は
法
華

経
全
体
の
眼
目
で
あ
る
。」
と
言
い
あ
ら
わ
し
て
お
ら
れ
る
。」（
渡
辺
宝
陽
「
法
華
経
・
こ
こ
ろ
を
よ
む
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
昭
和

六
一
年
、
一
四
三
頁
）。

そ
し
て
、「
医
の
善
き
方
便
を
も
っ
て
、
狂お
う

子じ

を
治
せ
ん
が
た
め
の
ゆ
え
に
、
実
に
は
在
れ
ど
も
、
し
か
も
死
す
と
言
う
に
、

よ
く
虚
妄
な
り
と
説
く
も
の
無
き
が
如
し
。
わ
れ
も
ま
た
、
こ
れ
世
の
父
と
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
苦
患
く
る
し
み

を
救
う
者
な
り
。
凡
夫

は
顛
倒
せ
る
を
も
っ
て
、
実
に
は
在
れ
ど
も
し
か
も
滅
す
と
言
う
。
常
に
わ
れ
を
見
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
す
な
わ
ち
　
恣
の

　
お
ご
り
ご
こ
ろ
　

心
を
生
じ
、
放
逸
に
し
て
五
欲
に
な
ず
み
、
悪
道
の
中
に
堕
ち
な
ん
。

わ
れ
は
常
に
衆
生
の
道
を
行
ず
る
と
、
道
を
行
ぜ
ざ
る
と
を
知
り
て
、
す
く
う
べ
き
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
た
め
に
種
種

の
法
を
説
く
な
り
。
つ
ね
に
み
ず
か
ら
こ
の
念
を
な
す
。
何
を
も
っ
て
か
衆
生
を
し
て
無
上
道
に
入
り
、
す
み
や
か
に
佛
身
を

成
就
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
。」
と
、
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
結
言
、「
毎
自
作
是
念
　
以
何
令
衆
生
　
得
入
無
上
道
　
速
成
就
佛
身
」
は
、
シ
ャ
カ
の
一
切
衆
生
救
済
の
熱
心
と
慈
悲

心
を
語
り
出
す
も
の
で
あ
る
。

※
衆
生
救
済
の
慈
悲
と
い
っ
て
も
、
浄
土
他
力
門
と
は
違
っ
て
、
六
波
羅
蜜
の
実
践
が
勧
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
分
別

功
徳
品
」
第
十
七
に
、
法
華
経
の
受
持
・
読
誦
・
書
写
、
経
巻
供
養
が
勧
め
ら
れ
、「
い
わ
ん
や
ま
た
人
あ
り
て
、
よ
く
こ

の
経
を
持た

も

ち
、
兼
ね
て
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
一
心
・
智
慧
を
行
ぜ
ん
を
や
。
そ
の
徳
最
勝
に
し
て
無
量
無
辺
な

ら
ん
。
…
…
」
な
ど
。

ま
た
「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
第
二
十
三
に
は
「
も
し
発
心
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
（
こ
の
上
な
い
さ
と
り
）
を
得
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ん
と
欲
す
る
者
有
ら
ば
、
よ
く
手
の
指
、
な
い
し
足
の
一
指
を
燃と
も

し
て
佛
塔
を
供
養
せ
よ
。
国
城
・
妻
子
お
よ
び
三
千
大

千
国
土
の
山
・
林
・
河
・
池
、
も
ろ
も
ろ
の
珍
宝
物
を
も
っ
て
供
養
せ
ん
者
に
勝
ら
ん
。」
と
も
見
え
て
い
る
。
智
　
の
言

う
「
兼
行
六
度
品
」、「
正
行
六
度
品
」
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
が
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
に
お
い
て
こ
れ
こ
そ
は
、
と
ば
か
り
に
打
ち
出
し
た
、「
シ
ャ
カ
死
滅
せ
ず
、
永
遠
常

住
な
り
」
と
い
う
高
説
も
、
一
に
か
か
っ
て
、
シ
ャ
カ
の
死
は
、

「
も
し
如
来
は
常
に
在
り
て
滅
せ
ず
と
見
れ
ば
、
す
な
わ
ち
　
恣
を
起
し
て
、
厭
怠
を

　

お
こ
た
り
ご
こ
ろ

　懐
き
、
遭あ

い
難
き
の
想
と
恭
敬
の
心
を

生
ず
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
ら
ん
。
こ
の
ゆ
え
に
如
来
は
、
方
便
を
も
っ
て
「
比
丘
よ
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
諸
佛
の
出
世
に
は

値あ

遇う

べ
き
こ
と
難
し
」
と
説
く
」

た
め
の
死
相
で
あ
り
、

「
も
ろ
び
と
は
わ
が
滅
度
を
見
て
、
広
く
舎
利
を
供
養
し
、
こ
と
ご
と
く
皆
、
恋
慕
を
懐
い
て
、
渇
仰
の
心
を
生
ず
る
。」

た
め
、

「
ゆ
え
に
た
め
に
身
を
現
わ
さ
ず
し
て
、
そ
を
し
て
渇
仰
を
生
ぜ
し
め
、
そ
の
心
、
恋
慕
す
る
に
よ
り
て
、」

の
一
筋
な
の
で
あ
る
。

※「
佛
に
い
つ
で
も
会
え
て
、
い
つ
で
も
教
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
、
ど
う
し
て
も
わ
が
ま
ま
な
気
持
ち
を
起

こ
す
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
い
つ
も
同
じ
教
え
を
聴
い
て
い
る
と
、
ま
た
か
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
あ
き
て
し
ま
う
気

分
に
な
り
や
す
い
。
人
間
と
は
ま
た
何
と
な
ま
け
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
も
の
か
。

た
ま
に
あ
る
偉
い
宗
教
者
の
話
を
聴
く
と
、
と
て
も
よ
い
も
の
だ
が
、
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
て
、
毎
日
曜
日
の
朝
、

聴
い
て
い
る
と
、
同
じ
話
を
聴
く
よ
う
な
気
が
し
て
あ
き
て
く
る
。
な
れ
る
こ
と
と
、
あ
き
る
こ
と
は
、
新
鮮
な
感
動
を

134



人
間
か
ら
奪
っ
て
し
ま
う
。

す
る
と
『
難
遭
の
想
い
』
と
『
恭
敬
の
心
』
が
な
く
な
る
。
あ
あ
こ
の
人
に
遭
え
て
教
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
ほ
ん

と
う
に
よ
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
、『
難
遭
の
想
い
』
で
あ
る
。

本
佛
は
久
遠
常
住
で
あ
る
が
、
方
便
と
し
て
こ
の
世
に
現
れ
る
佛
に
は
入
滅
が
あ
る
。
だ
か
ら
『
諸
佛
の
出
世
に
は
値

遇
す
べ
き
こ
と
難
し
』
と
な
る
。
佛
に
遭
っ
て
説
法
を
聞
く
の
は
難
値
難
遇
で
あ
る
。
…
…
容
易
に
遭
え
な
い
佛
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
と
、『
心
に
恋
慕
を
懐
き
、
佛
を
渇
仰
し
て
、
す
な
わ
ち
善
根
を
種う

ゆ
べ
し
』
と
な
る
。」（
鎌
田
茂
雄
、

『
法
華
経
講
話
』
中
、
講
談
社
、
昭
和
六
一
年
、
一
六
三
、
四
頁
）。

こ
の
人
に
し
て
こ
の
言
葉
あ
る
の
み
。『
法
華
経
』
発
案
の
シ
ャ
カ
入
滅
の
理
由
は
、
誰
が
語
ろ
う
と
、
ど
う
語
ろ
う
と
、

こ
の
眼
線
な
の
で
あ
る
。
長
居
は
無
用
、
長
居
は
恐
れ
、
在
り
て
の
厭
い
、
亡
く
て
の
偲
び
、
そ
れ
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
あ

る
と
思
う
な
親
と
…
…
。

イ
エ
ス
の
場
合
も
、「
預
言
者
は
己
が
郷
に
て
尊
ば
る
る
事
な
し
」
と
い
う
現
実
〈
ヨ
ハ
ネ
四
・
四
四
〉。
故
郷
ナ
ザ
レ
の

村
人
も
、
膝
下
の
使
徒
す
ら
も
、
眼
前
の
イ
エ
ス
の
真
価
を
知
る
こ
と
吝
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
イ
エ

ス
の
死
は
彼
ら
の
蒙
を
開
く
た
め
の
死
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
教
化
・
啓
蒙
の
方
便
と
し
て
の
死
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
贖
罪
の
死
、「
多
く
の
人
の
贖
償
と
し
て
己
が
生
命
を
与
へ
ん
た
め
」
の
死
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
〈
マ
タ
イ
二
○
・
二

八
〉。

眄
　
若
見
如
来
常
在
不
滅

紫
式
部
や
清
少
納
言
が
「
経
は
法
華
経
さ
ら
な
り
」
と
語
る
『
法
華
経
』
の
根
本
、『
法
華
経
』
の
眼
目
と
も
さ
れ
る
「
寿
量
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品
」
が
追
い
詰
め
た
久
遠
実
成
説
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
独
自
の
佛
身
論
が
よ
っ
て
も
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
を
、
あ
え
て
重
言
す
れ

ば
、「
も
し
佛
、
久
し
く
世
に
住
せ
ば
、
薄
徳
の
人
は
善
根
を
種う

え
ず
、
貧
窮
下
賤
に
し
て
、
五
欲
に
貧
著
し
、
憶
想
の
妄
見
の

網
の
中
に
入
れ
ば
な
り
。
も
し
如
来
は
常
に
在
り
て
滅
せ
ず
と
見
れ
ば
す
な
わ
ち
　
恣
を

　
　
お
ご
り
ご
こ
ろ
　
　起
し
て
、
厭
怠
を

　
　
お
こ
た
り
ご
こ
ろ
　
　懐
き
、
遭
い
難
き

の
想
お
も
い
と
恭
敬
の
心
を
生
ず
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
ら
ん
」
が
た
め
で
あ
る
、
と
言
う
の
は
、
説
か
ん
が
た
め
に
説
い
た
も
の
と
の
感

を
否
む
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
展
開
す
る
巨
大
な
上
部
構
造
を
支
え
る
礎
石
と
し
て
は
、
そ
の
難
遭
の
想
と
い
い
、
恭
敬
の
心

を
起
す
た
め
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
安
易
、
矮
小
、
薄
弱
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
次
回
に
取
り

あ
げ
る
『
涅
槃
経
』
の
「
諸
行
無
常
垂
示
」
の
た
め
と
い
う
言
分
の
方
が
、
ま
だ
重
さ
を
有
し
て
い
よ
う
。

如
来
は
、
実
に
は
滅
せ
ず
と
雖
も
、
し
か
も
滅
度
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
「
善
男
子
よ
、
諸
の
佛
・
如
来
の

法
は
、
皆
か
く
の
如
し
。
衆
生
を
度す
く

わ
ん
が
た
め
な
れ
ば
、
皆
、
実
に
し
て
虚
し
か
ら
ざ
る
な
り
。」
と
訴
え
、「
諸
の
善
男
子

よ
、
意
に
お
い
て
い
か
ん
。
そ
も
そ
も
、
人
の
よ
く
こ
の
良
医
の
虚
妄
の
罪
を
説
く
も
の
あ
り
や
。」
と
質
し
、「
い
な
な
り
世

尊
よ
。」
と
答
え
し
め
て
、
そ
の
妥
当
な
る
こ
と
を
念
に
は
念
を
入
れ
て
、
く
り
か
え
し
弁
証
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
、
そ
の

発
想
・
着
眼
の
妙
所
を
挙
示
す
る
と
共
に
、
ま
た
そ
の
機
知
の
難
点
、
弱
点
が
意
識
さ
れ
て
い
た
現
れ
で
は
な
い
の
か
。
そ
し

て
、
死
せ
ざ
る
を
死
し
た
と
い
う
の
も
、
方
便
の
ゆ
え
に
是
と
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
便
説
が
他
に
波
及
し
て
行
く
恐
れ

も
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
こ
と
は
「
死
」
と
い
う
究
極
的
な
事
実
で
あ
り
、
し
か
も
「
シ
ャ
カ
の
死
」
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
北
西
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
『
法
華
経
』、
そ
の
苦
心
、
工
夫
の
結
実
と
し
て
の
「
如
来
寿
量
品
」

の
発
明
の
程
と
、
そ
れ
が
含
む
問
題
点
が
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
も
あ
れ
、
佛
身
論
に
お
け
る
シ
ャ
カ
の
人
格
的
永
生
化
（
神
格
化
）
と
い
う
悲
願
に
挑
み
、
思
い
の
丈
の
翼
を
駆
っ
て
、

つ
い
に
歴
史
的
シ
ャ
カ
の
〈
久
遠
実
成
〉
と
い
う
特
異
の
ア
イ
デ
ア
を
案
出
し
た
法
華
経
の
作
者
た
ち_

華
々
し
く
奇
想
天
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外
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
駆
使
し
て
の
戯
曲
化
の
才
気
に
、
七
つ
の
譬
喩
ま
で
語
り
出
す
と
い
う
綽
々
た
る
余
裕
を
誇
示
し
て
見
せ

た
法
華
経
グ
ル
ー
プ
の
得
意
気
な
顔
と
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
強
引
さ
ゆ
え
の
危
さ
が
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

眩
　
何
ゆ
え
の
「
死
」
か

こ
の
こ
と
は
、
同
じ
「
死
」
と
言
っ
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
の
重
大
さ
と
く
ら
べ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。『
法
華
経
』

が
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
』
に
比
せ
ら
れ
る
の
は
、
ヨ
ハ
ネ
伝
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
永
遠
性
が
語
ら
れ
て
い
て
、
久
遠
実
成

に
応
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

※「
初
め
に
、
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。
こ
と
ば
は
神
と
と
も
に
あ
っ
た
。
こ
と
ば
は
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
は
、
初
め
に
神
と

と
も
に
お
ら
れ
た
。」（
一
・
一
、
二
）。

「
イ
エ
ス
は
彼
ら
に
言
わ
れ
た
。『
ま
こ
と
に
、
ま
こ
と
に
、
あ
な
た
が
た
に
告
げ
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
生
ま
れ
る
前
か

ら
わ
た
し
は
い
る
の
で
す
。』」（
八
・
五
八
）。

「
今
は
父
よ
、
み
そ
ば
で
、
わ
た
し
を
栄
光
で
輝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
世
界
が
存
在
す
る
前
に
ご
い
っ
し
ょ
に
い
て
持
っ
て

い
ま
し
た
あ
の
栄
光
で
輝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。」（
一
七
・
五
）。

「
父
よ
。
あ
な
た
が
わ
た
し
を
世
の
始
ま
る
前
か
ら
愛
し
て
お
ら
れ
た
た
め
に
わ
た
し
に
下
さ
っ
た
わ
た
し
の
栄
光
」（
一

七
・
二
四
）

「
い
ま
し
ば
ら
く
で
世
は
も
う
わ
た
し
を
見
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
を
見
ま
す
。
わ
た
し
が
生

き
る
の
で
、
あ
な
た
が
た
も
生
き
る
か
ら
で
す
。」（
一
四
・
一
九
）
な
ど
。

し
か
し
、
そ
の
死
た
る
や
、
た
だ
に
衆
生
が
「
常
に
在
っ
て
滅
せ
ず
と
見
ば
、
す
な
わ
ち
　
恣
を

　
　
お
ご
り
ご
こ
ち
　
　起
し
て
、
厭
怠
を

　
お
こ
た
り
ご
こ
ろ
　
懐
き
、
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遭あ

い
難
き
の
想
と
恭
敬
の
心
を
生
ず
る
」
た
め
の
死
と
い
っ
た
程
度
の
死
で
は
な
く
、
そ
の
薄
徳
・
妄
見
・
下
賤
な
る
人
々
の

罪
咎
を
一
身
に
背
負
っ
て
、
そ
れ
を
贖
わ
ん
が
た
め
の
死
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
に
、
衆
生
が
「
難
遭
の
想
を
生
じ
、
心

に
恋
慕
を
懐
き
、
渇
仰
せ
ん
」
が
た
め
と
い
う
、
あ
ま
り
に
も
普
段
の
眼
線
の
世
界
で
は
な
く
、「
人
の
子
が
来
た
の
は
、
仕
え

ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
仕
え
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
人
の
た
め
の
、
贖
い
の
代
価
と
し
て
、
自
分
の
い

の
ち
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
。」（
マ
タ
イ
二
○
・
二
八
）。「
イ
エ
ス
言
い
給
ふ
「
な
ん
ぢ
ら
皆
こ
の
杯
よ
り
飲
め
。
こ
れ
は
契

約
の
わ
が
血
な
り
。
多
く
の
人
の
た
め
に
、
罪
の
赦
を
得
さ
せ
ん
と
て
流
す
所
の
も
の
な
り
。」（
マ
タ
イ
二
六
・
二
七
、
二
八
）

と
。古

来
、
有
名
な
「
如
来
寿
量
品
」
が
シ
ャ
カ
の
死
に
あ
て
つ
け
た
言
分
と
、
次
の
パ
ウ
ロ
の
イ
エ
ス
に
付
し
た
言
辞
と
を
比

較
し
て
み
る
の
も
一
考
で
あ
ろ
う
。

「
我
等
の
な
ほ
弱
か
り
し
時
、
キ
リ
ス
ト
定
り
た
る
日
に
及
び
て
、
敬
虔
な
ら
ぬ
者
の
た
め
に
死
に
給
へ
り
。
そ
れ
義
人
の
た

め
に
死
ぬ
る
も
の
殆
ほ
と
ん
ど
な
し
、
仁
者
の
た
め
に
は
死
ぬ
る
こ
と
を
厭
は
ぬ
者
も
や
あ
ら
ん
。
然
れ
ど
我
等
が
な
ほ
罪
人
た
り
し

時
、
キ
リ
ス
ト
我
等
の
た
め
に
死
に
給
ひ
し
に
由
り
て
、
神
は
我
ら
に
対
す
る
愛
を
あ
ら
は
し
給
へ
り
。
か
く
今
そ
の
血
に
頼

り
て
我
ら
義
と
せ
ら
れ
た
ら
ん
に
は
、
ま
し
て
彼
に
よ
り
て
怒
よ
り
救
は
れ
ざ
ら
ん
や
。
我
ら
も
し
敵
た
り
し
と
き
御
子
の
死

に
頼
り
て
神
と
和
ぐ
こ
と
を
得
た
ら
ん
に
は
、
ま
し
て
和
ぎ
て
後
そ
の
生
命
に
よ
り
て
救
は
れ
ざ
ら
ん
や
。
然
の
み
な
ら
ず
今

わ
れ
ら
に
和
睦
を
得
さ
せ
給
へ
る
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
頼
り
て
神
を
喜
ぶ
な
り
。」（
ロ
ー
マ
五
・
六
〜
一
一
）。

も
と
よ
り
、
良
医
の
方
便
は
、「
何
を
も
っ
て
か
衆
生
を
し
て
、
無
上
道
に
入
り
、
速
に
佛
身
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め

ん
。」
と
の
慈
悲
心
よ
り
発
す
る
と
説
こ
う
と
す
る
こ
と
は
熟
知
す
る
と
し
て
も
、〈
死
〉
と
い
う
究
極
的
な
事
実
に
附
す
る
に

は
、
良
医
風
の
方
便
で
は
、
い
か
に
も
軽
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
は
方
便
と
し
て
の
死
、
ド
ケ
チ
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ズ
ム
風
の
見
せ
か
け
の
死
で
は
な
か
っ
た
。
衆
生
啓
発
の
た
め
の
仮
の
死
で
は
な
く
、〈
代
贖
〉
の
た
め
の
事
実
と
し
て
の
死
で

あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、「
人
の
よ
く
こ
の
良
医
の
虚
妄
の
罪
を
説
く
も
の
あ
り
や
。」
と
誘
導
し
、「
い
な
な
り
」
と
言
わ
し
め
る
必
要
は

毛
頭
な
く
、
正
真
正
銘
の
死
で
あ
っ
た
。

※「
イ
エ
ス
い
ひ
給
ふ
『
事
お
わ
り
ぬ
。』
遂
に
首
を
た
れ
て
霊
を
わ
た
し
給
ふ
。
兵
卒
ど
も
来
り
て
、
は
や
死
に
給
ふ
を

見
て
、
そ
の
脛
を
折
ら
ず
。
然
る
に
一
人
の
兵
卒
、
鎗や
り

に
て
そ
の
脅
を
つ
き
た
れ
ば
、
た
だ
ち
に
血
と
水
と
流
れ
い
づ
。

こ
れ
を
見
し
も
の
証
を
な
す
。
其
の
証
は
真
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
一
九
・
三
○
〜
三
五
）
な
ど
。

同
じ
〈
死
〉
で
も
『
法
華
経
』
が
シ
ャ
カ
の
死
に
附
し
た
意
味
と
、『
聖
書
』
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
に
附
し
た
と
こ
ろ

と
は
、
同
日
の
談
で
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
死
は
真
実
の
死
、
文
字
通
り
の
死
、
そ
れ
も
人
類
の
身
代
り
と
し
て
の
贖
罪
の

死
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、

恣
の
心
も
、
厭
怠
の
心
も
ゆ
る
さ
れ
ず
、

「
キ
リ
ス
ト
が
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
死
な
れ
た
の
は
、
生
き
て
い
る
人
々
が
、
も
は
や
自
分
の
た
め
に
で
は
な
く
、
自
分
の

た
め
に
死
ん
で
よ
み
が
え
っ
た
方
の
た
め
に
生
き
る
た
め
な
の
で
す
。」（
第
二
コ
リ
ン
ト
五
・
一
五
）

と
、
開
展
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

※
な
お
『
法
華
経
』
信
解
品
第
四
の
「
長
者
窮
子
」
と
『
ル
カ
福
音
書
』
十
五
章
の
「
放
蕩
息
子
」
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
東
京
基
督
教
大
学
紀
要
（『
キ
リ
ス
ト
と
世
界
』
第
八
号
の
、
拙
論
「
観
照
と
感
動_

法
華
経
と
ル
カ
福
音
書
の
照

應
」
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

二
○
○
○
年
　
秋
暑
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